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最近は▲10万㌧／年程度

近年は▲8万㌧／年程度

コロナ禍でさらに
需要減少

栃木県農業再生協議会

　主食用米の全国ベースの需要量は一貫して減少傾向にあります。
　また、コロナ禍による需要減少が著しく、全国の需要見通し等を勘案した本県の令
和３年産主食用米の作付参考値は、51,041haとなり、令和２年産主食用米の作付実績
に比べて過去最大規模の3,859haを削減する必要があります。飼料用米等の非主食
用米や麦・大豆、露地野菜等に作付を転換し、主食用米の需給改善と経営の安定を図り
ましょう！



　集荷数量が増加しているが、契約数量は昨年並み。しかし、実際の販売数量は昨
年度よりもかなり減少しています。
　今後、販売単価が下落するとの見込みから、当面の販売分のみの購入としている
ため、販売数量は昨年を下回っているものと思われます。この結果、在庫量は昨年
よりも増加しています。
　令和３年産米生産において大幅に需給が締まる見込みがなければ、米価下落は
避けられません。



　２年産米の米価は元年産に比べて、大幅に下落しています。
　本県産コシヒカリの場合、2年12月の平均価格は前年同月比▲7.8％、あさひの
夢では▲14％となっています。
　今後、令和３年産米の生産量が見通せた時点で、在庫が積みあがる見込みとなれ
ば、米価はさらに下落することが想定されます。
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10アールあたりの収入額
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624ha 584ha
577ha 518ha
510ha H30

50a 75a

2,200kg 220 /kg
180

484
190
294

1,800kg 180 /kg

324
169
155


